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平成 22 年 12 月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年１月 29日に公表いたしました平成 22年 12 月期（平成 22

年 1月 1日～平成 22年 12 月 31 日）の第２四半期累計期間業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 22年 12 月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 22年 1月 1日～平成 22年 6月 30 日） 

（１）連結 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,720 230 240 140 30.93 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,770 300 300 150 33.02 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 50 70 60 10 － 

増 減 率            （％） 0.6 30.4 25.0 7.1 － 

ご参考 前期第 2四半期連結実績 

（平成 21年 12 月期第 2四半期） 
7,922 212 218 115 25.00 

 

 

（２）個別 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 8,410 190 195 110 24.30 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 8,440 230 225 125 27.49 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 30 40 30 15 － 

増 減 率            （％） 0.4 21.1 15.4 13.5 － 

ご参考 前期第 2四半期実績 

（平成 21年 12 月期第 2四半期） 
7,922 207 211 108 23.63 
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２．修正の理由 

我が国経済は、やや持ち直しの傾向が見られますが、ＩＴ需要全体については停滞傾向となっており

ます。当社は経済環境の悪化を経営努力で乗り越えるために、コストの削減、稼働率の向上などの努力

を継続しております。 

その結果、第２四半期の連結売上高については、収納代行売上が好調に推移していること、郵政関連

のアウトソーシング業務の売上増大などがあったことから 50 百万円増加の 87 億 70 百万円となる見込

みであります。 

連結利益面につきましても、コストの削減、採算改善などの効果が見込まれることなどから、営業利

益は、70 百万円増加の３億円となる見込みであります。それに伴い、経常利益および当期純利益にお

いてもそれぞれ 60百万円増加の３億円、10百万円増加の１億 50百万円となる見込みであります。 

通期の見通しにつきましては、修正しておりませんが、月次業績の進捗を慎重に判断し、変更が必要

になった場合には、速やかに開示いたします。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表現在に入手可能な資料を基に作成したものであり、実際の業績は、様々な要因

により、予想数値と異なる可能性があります。 

 

以  上 


